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テーマ「健やか親子 21 の推進に向けた母子保健活動」 

～乳幼児健診における親子の社会的健康を育むための支援に資する問診項目～ 

報告者 渡辺 多恵子氏（保健師／常総市保健推進課） 

鈴木 茜氏（保健師／印西市中央保健センター） 



 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：平成 18 年 5 月 13 日(土) 11 時～14 時 

場 所：日本子ども家庭総合研究所 

出席者：松岡代表、小山委員、斉藤委員、杉田委員、鈴木委員、臺委員、森川委員 

議 題：（１）事務局移転について （２）新運営委員の加入について 

   （３）5 月月例会について （４）第 37 回健康社会学セミナーについて 

   （５）総会について （６）研究誌について 

日 時：平成 18 年 6 月 17 日（土）11 時～11 時 30 分 

場 所：日本子ども家庭総合研究所 

出席者：松岡代表、小山委員、金子委員、斉藤委員、鈴木委員、臺委員 

議 題：（１）第 37 回健康社会学セミナーについて 

日 時：平成 18 年 7 月 29 日（土）17 時～19 時 

場 所：日本子ども家庭総合研究所 

出席者：松岡代表、小山委員、金子委員、鈴木委員、臺委員、森川委員 

議 題：（１）9 月月例会について （２）11 月月例会について 

   （３）12 月セミナーについて （４）ホームページの充実について 

   （５）研究誌について 

日 時：平成 18 年 9 月 2 日（土）12 時～14 時 

場 所：日本子ども家庭総合研究所 

出席者：松岡代表、小山委員、斉藤委員、鈴木委員 

議 題：（１）9 月月例会について （２）11 月月例会について 

   （３）12 月セミナーについて （４）ＩＴの充実について 

   （５）研究誌について （６）出版企画について 

 

 

 

運営委員会報告 

 



 

 
テーマ：テーマ：テーマ：テーマ：質的研究アラカルト質的研究アラカルト質的研究アラカルト質的研究アラカルト     

報告者：「自由記述の取り扱いについて～市町村における調査を行った立場から」 

和田 耕太郎氏（日本子ども家庭総合研究所） 

「自由記述の結果の比較～手作業と KH coder*1
」  

   森川 洋氏（東海女子短期大学）  

「使ってみよう KH coder」  

   斉藤 進氏（日本子ども家庭総合研究所）  

日 時：平成 18 年 11 月 11 日（土） 15 時 00 分～17 時(受付 14 時 30 分～) 

場 所：日本子ども家庭総合研究所 3 階第 1 会議室（地下鉄広尾駅下車徒歩 8 分） 

会 員：無料、非会員：1,000 円 

*1KH coder：内容分析（計量テキスト分析）もしくはテキストマイニングのためのフリーソフトウェア。新

聞記事、質問紙調査における自由回答項目、インタビュー記録など、社会調査によって得られる様々な日本

語 テ キ ス ト 型 デ ー タ を 計 量 的 に 分 析 す る た め に 製 作 さ れ た 。（「 KH coder  Index Page 」

http://khc.sourceforge.net/ 2006.10.2 より引用）  

可能であれば、パソコン（Windows 対応版）をご持参ください。 

 
 

 

 

 

セミナーテーマ：セミナーテーマ：セミナーテーマ：セミナーテーマ：アルマアタ宣言からアルマアタ宣言からアルマアタ宣言からアルマアタ宣言から 32323232 年、オタワ憲章から年、オタワ憲章から年、オタワ憲章から年、オタワ憲章から 20202020 年年年年    

～人々の健康はどう変わったのか～人々の健康はどう変わったのか～人々の健康はどう変わったのか～人々の健康はどう変わったのか    

●基調講演●基調講演●基調講演●基調講演（13：30～14：30） 

「「「「PHC32PHC32PHC32PHC32 年・年・年・年・HP20HP20HP20HP20 年－世界の人々の健康はどう変わったか」年－世界の人々の健康はどう変わったか」年－世界の人々の健康はどう変わったか」年－世界の人々の健康はどう変わったか」    

演者 松田 正己氏（静岡県立大学看護学部） 

●ワークショップワークショップワークショップワークショップ（14：45～17：20） 

話題提起「「「「PHCPHCPHCPHC・・・・HPHPHPHP・その理解と実践適用」・その理解と実践適用」・その理解と実践適用」・その理解と実践適用」 

   話題提供者：奥野ひろみ（静岡県立大学助教授）笠井喜奥野ひろみ（静岡県立大学助教授）笠井喜奥野ひろみ（静岡県立大学助教授）笠井喜奥野ひろみ（静岡県立大学助教授）笠井喜久雄（白井市久雄（白井市久雄（白井市久雄（白井市市民参加推進課市民参加推進課市民参加推進課市民参加推進課））））    

インドネシア、ネパールでＰＨＣをもとにした開発協力の経験者と全国に先がけて健康文化都市宣言を行 

った白井市のお二人に、PHC と HP の「これまで」と「これから」について話題提起してもらいます。その後、

参加者同士で話し合い、最後に松田先生をはじめ話題提起のお二人を交えて意見交換を行います。 

日 時：12 月 2 日（土）13：30～17：30（受付 13：00～） 

場 所：日本子ども家庭総合研究所 3 階第 1 会議室 （地下鉄広尾駅下車徒歩 8 分） 

セミナー主旨： 

PHC アルマアタ宣言から 32 年、HP オタワ憲章から 20 年の歳月が経ちます。この

間私達の研究会でも PHC と HP を車の両輪ととらえて研究会を行ってきました。 

また国内でも「健康日本 21」や「健やか親子 21」にみられるように政策づくりの

枠組みに HP が用いられたり、環境づくりにも企図した政策が提供されています。 

本セミナーでは、WHO の 21 世紀の HFA を視野におきながら「これから」の PHC と

HP を考えます。 

2006 年 11 月 月例会のご案内 

１７時３０分より広尾駅周辺で懇親会を開催いたします。  

第 38 回 健康社会学セミナーのご案内 

 


